
日 議 第 4

平成 2'7年

40号
6月 8日

様

目黒 区議会議長

田 島 け ん

質 問 通 缶 に つ い て

平 成 27年 6月 17「 ]開 会 の 第 2回 目黒 区 議 会 定 例 会 に お け る 質 問 運 告

が 下記 の とお りあ りま した の で 道 知 します 。

,1己

般  質  問

質 問者 氏 名 今  井  れ い子

日 安 時 間     60分

震 災対 策 につ いて伺 い ます 。

111 地 域 避 難 所 の避 難 所運 営 協 議会 設 立状 況 等 につ いて伺 い ます 。

12)区 が 進 め て い る応 急 危 険 度 半J定 員 の組 織 化 は 、 発 災 後 の 区 民 生活 を

考 え る と、住 宅 にそ の ま ま住 み 続 け られ るか を判 断 す る上 で El‐ 要 な 仕

組 み で あ る と考 え ます 。 さ らに、 発 災 直 後 の連 難 場 所 使 用 につ いて も

欠 く こ との で きな い 人材 で あ る。 区 と して は 、 そ の 人 材 確 保 と組 織 化

に どの よ うに取 り組 んで い るのか伺 い ます 。

|〕 特 定 緊 急 輸 送 道 路 の 沿 道 建 築物 の 耐震 化 促 進 の 進 捗 状 況 と今 後 の兄

通 しにつ いて伺 い ます 。

学 校 施 設 の有 効 活 用 につ いて伺 い ます 。

11)区 有 施 設 の 中で 保 有 す る土 地 、 建 物 の 面積 が 最 も大 き な 学 校 を も っ

と有効 活 用 す べ き と思 うが伺 い ます 。

0 区有施設兄直 しは兄直 しとして今回の上目黒小学校のような活用を

もっと積極的に進める考えはないか伺います。
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3 i新 部 地 区、 西 部地 区の 中学 校 の統 合 につ いて伺 い ます 。

111 統 合 の進 捗 状 況 は どの よ うにな って い るか伺 い ます 。

121 いつ 頃保 護者 や 地 域 に統 合 の課 題 や 調 査 の 説 明 をす る の か 、 また統

合方 針 の改定 を どの よ うにす るのか を伺 い ます 。

4 い じめ 防止 対 策 条例 の検 討 につ いて伺 い ます 。

111 い じめ 防止 対 策 条例 の 制定 に向 けて の検 討 は どの よ うにな って い る

のか を伺 い ます 。

121 今 後 、 い じめ 防 止 の基 本 方 針 や 条 例 化 も含 めて いつ 頃 どの よ うに取

り組 ん で い くのか伺 い ます 。

質 問者氏 名 佐 藤 ゆたか

目 安 時 間    40分
1 区内の空き家対策 について                     9

こイ1ま で公明党 日黒 区議 L』 か ら空 き家・ を受ゼ章吉悟庫:の ラ行効♀舌用 につ いて ギ
!

学割 家賃助 成制度 の創設や 高齢者 向 け住 まいの提 供、待機児 主対策 と し  il・o)

て小規模保 育事 業な どへ の転用等様 々 を提案 して きた。 日黒 区か らは、

どう活用で きるか研 究 しデー タベー ス化 も |‐ 分 に検 討 して い くと答弁 を

いただ いて いる。午 き家対策特別措 置法 も平成 27年 5月 26日 に企 画

施行 された。 こうした動きに呼応 して以下質問いた します。

11)空 き家対策 に関 し提 案 して きた 内容 につ いて 目黒 区の検 討状況 を伺

う。

121 倒壊 の恐れが ある空 き家 に対 し早急 に対応す るべ き と考え ます。特

措法の /TR面
施行 を受 け 目黒 区の今後の取 り組む姿勢 を伺 う。

13)公 明党 は空 き家等 を地域 資源 と考 え有効活 用 を提案 して きた。 日黒

区は地域資源 を どのよ うに捉 え施策展 開 して い く考 えが あるか、所見

を伺 う。

四  空 き家所有 の方 の 中には様 々な 問題で悩 まれて いる方 もお ります。

どこに相談 した ら良 いか ア ドバ イ スや最後 の解 決 の時 まで相談 で きる

窓 LJを 設置す る必要が あると考えるか、 目黒区の見解 を伺 う。

2 区民が利用す る公園等 の改善について

区内の公 園等 を区民の方 は休息や 軽 スポー ツ、子 どもと遊ぶ等 、様 々

-2-



な形で利用 されてお ります。 開園 当時 と地域環境や住 宅環境等 の変化 を

含め以 ド質 問いた します。

111 地域環境 、住宅環境 とともに区民の ライ フスタイル も変化 して きて

お ります。老朽 化 した公 園 も当時 の公園 目的 と変化 して きて いる と考

え 日黒 区の認識 を伺 う。

121 以 前、公園 トイ レの洋 式化 を質 問 した時 に、 日黒 区 は検 証 し設置 1可

能で あれ ば簡 易洋 式便器 を設置 して い くとの答弁で したが 、 目黒 区の

進捗状況 を伺 う。

131 ステ ン レス製の遊具 は夏 に金 属部分が火傷 す る く
ヾ
らい熱 くな る もの

が あ ります。安 全 に使 え る遊具 と して兄 直 しが必要 と考 え ますが 日黒

区の見解 を伺 う。

質 問者 氏 名 松  鳴  祐 一郎

目 安 時 間    65分
「戦 争 法 案」 につ いて

5月 26日 の衆 院 本 会 議 で 審 議 入 り した 安 保 法 制 は 戦 後 Fl本 の あ り方

を根 本 か ら転 換 し、 日本 を海 外 で 戦 争 す る 国 に作 り替 え る もの で す 。 こ

の 法 案 は 、 戦 争 放 棄 を掲 げ る憲 法 9条 の 下 で 歴 代 政 府 が 出 が りな りに も

設 けて きた 「歯止 め」 を こと ごと く投 げ捨 て る ものです。新 聞や テ レビ

な どの世論調査 で も、国民 の声 は、今 回会成立 に反対 が圧倒 的多数 を占

めて い ます。 い ま 1司 会で行 われ て いる審議で も、 とて も「呵民が納 得で き

るよ うな議論ではあ りません。

戦争法案 には三 つ の問題が あ ります。一つ は、 ア メ リカが世界の どこ

で あれ 戦争 に乗 り出 した際 に、 「戦 聞地域」 に行 って軍事 支援 を行 える

よ うにす る とい うことです。憲 法 9条 を持 つ「J本 で は絶 対 に認 め られな

い海外での武 力行使そ の ものです。

問題 の 二つ 目は、 「停戦合意」 が され て いるが 、 い まだ戦乱 が続 いて

い るよ うな地域 に 自衛 隊 を派 兵 し、治安維持活 動な どに取 り組 め るよ う

にす る ことです。

三 つ 目に集 団的 自衛権行使 の問題です。 日本が どこか らも攻撃 され て

いな いの に、集 団的 自衛権 を発動 し、 ア メ リカ の戦争 に 自衛 隊が参戦 し
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武 力行使 に乗 り出す ことが 可能 とな ります。それが国際法 上違 法な 先制

攻 撃で あ って も、政府 はそれ によ る戦 争を否定 して いませ ん。 同会で こ

れ につ いて ま ともに答 えて いな い安倍 政権 が 、集団的 自衛権 の発 動 とい

うことで 、 ア メ リカ とともに海外で の武 力の行使 に踏 み 出す ことは、非

常 に危険な道であ り、戦争法案 は廃案 にすべ き と考えます。

以 上、三 つ の問題点か らこのよ うな法案 は、海 外で の武 力行使 を禁 じ

る 日本 国憲 法 の明確 な違 反で ある と思 います。 日黒 区は、平和都 市宣 言

の中で 、 「平和憲 法 を擁 護」 す る ことを表 明 して い ますが 、憲 法 9条 を

破壊す る今回の 「戦争法案」 につ いて 2点 、伺 います。

11)憲 法 9条 で は 「武 力 によ る威嚇 又 は武 力の行使 は、国際紛 争 を解 決

す る手段 と して は、永久 に これ を放棄す る。 前項 の 目的 を達 す るた め、

陸海 空軍そ の他 の戦 力は、 これ を保持 しな い。国 の交戦権 は、 これ を

認 めな い。」 と規定 して いる。 「戦 争法案」 は、 これ まで とは異な り

自衛 隊員が戦闘行 為 に参 加 し、憲 法 で禁 じられて いる海 外で武 力行使

す る ことにな ると思 うが、区長は どう思 うか。

12+ 日黒 区 には平和都市宣言が あ り、 この 中に 「平和憲法 を擁 護 し」 と

うたわれて いるが 、 この戦争法案 自体 が 、憲 法 を破壊 す る もの にな っ

て いる。 区長 は平和都市宣言 区の区長 と して、 6割 近 い国民が いま反

対 して いる この戦 争法案 に、反対すべきだ と思 うが、いかがか。

2 特養老人ホーム増設 に向けた区の取 り組み につ いて伺 う

目黒 区で は 1, 000人 を超 え る特養 ホー ムの待機者 が いますが、 2
000年 以 来 15年 間 も特養 ホー ムが建設 され て いませ ん。 計画 して い

た 区立第 4特 養 ホー ム も、区は緊急 財政対策 を |]実 に中止 して しまいま

した。 2014年 12月 現 在 、高齢者 1万 人 当た りの整備 率 は、 23区

中 19位 と 下か ら 4番 日です。 区民が特養 ホーム に入れずな 鳴 を上 げて

いる中、あま りに無責任ではないで しょうか。そ こで区に伺 います。

11)東 京 23区 の調査 を した と ころ、既 に近 隣区で は 2000年 以降、

世 田谷で は九つ 687人 、大 田区で 五つ 624人 増 設す るな ど区民の

声 に こた えて いる。なぜ 目黒 区だ け、 15年 間 も特 養 ホー ム を作れな

か ったのか。 この ことについて どう考 えるのか。

12)日 黒 区の実 施 計画で は 2018年 まで に 2施 設 240人 の増 設だが 、

あま りにも規模 が少な い。 15年 間放置 して きた ことを見 て も分か る
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よ うに、特養 ホー ム 1, 000人 待 ち を解 決す るため には、実 施 計 lHl

の数 を大幅 に増やすな ど思 い切 った施策が必要 と考 え、以下伺 う。

ア 世 田谷 区で は 10年 間で特 養 1, 000人 分 を増 設す る計画 を発

表す るな ど、 長期 的な 計 画 を 、1て 特 養 ホーム待機者解 消 に努 力 して

い るが 、 日黒 区で は実 施 計 画で 5年 間分 の計 llhlし か発表 して いな い。

高齢者 人 lilが ピー ク を迎 え る といわれ て い る 2025年 に、 区 と し

て しっか りと対 応で き るよ うに 日標 人数 を入れ た計画 をつ くるべ き

と思 うが どうか。 また、それ に基 づ いて実 施 計画の数そ の もの を見

十曳して、早急かつ大規模 に増設計 lFIHを つ くるべ き と思 うが どうか。

イ 大規模 に増 設す るに当た って は、小 さな用地 も活 用で き る特 養 ホ

ー ム の建設 を検 討 してみて は ど うか。現 在 の実施 計画で は 1施 設 1

20人 規模 だが 、そ の ほか に も 30人 規模 、 60人 規模 な ど、小規

模 な特 養 も含 めて小 さな土地 も活 用 し、特 獲 ホー ム を増やす ことで 、

1, 000人 の待機者 を解消すべ きだ と思 うが どうか。

ウ 今 回、区有地 で ある六 中跡地 を使 った特養 ホー ム増設が発表 され

たが 、 さ らに公有地 を活用 した特養 ホー ム増 設 を もっと進 め るべ き

だ。 四 中跡地 、駒 場 の国家公 務員宿 舎跡 地 、郵 政宿 合跡 地な ど「J有

地 が あ るが、 これ らを含 めて検 討すべ きで はな いか と思 うが どうか。

日黒 区はただちに保育園待機児ゼ ロを実現せ よ

日黒 区で今年 4月 に認可保 育園 に入れ なか った子 どもは 1, 022人

に liり ま した。第 一次募集 で は実 に希 望者 の約 6割 が保 育園 に入れず 、

23区 で ワー ス トワ ンだ と報道 され る深 刻な事態 にな って い ます。 この

間 日黒 区 は 「民間でで き る ことは民間 に」 と言 って 、認 可保 育 園の増 設

は民間 に委ね て き ま した。 この結果 、今年 の 4月 開館 予定 だ った保 育園

も、地域住 民の合意 が得 られず 開園で きなか った ことや 、保育士 が集 ま

らな いな どの llT由 で縮 小せ ざるを得な いな ど、予定 の半分 も増や す こと

がで き ませ んで した。保 育園待機 児 を解 消す るため に、 目黒 区が 責任 を

持 って 区立保育 園や認可保 育 園 を増や す ことが必 要だ と思 います が 、区

の見解 を伺 います。

11)5月 241ヨ 、保 育園 に入れなか った保護者や子 どもたち、保 育関係

者 ら 130名 が集 ま り、 「保育 園 を増や して」 と要求 を掲 げ、 山子通

りでパ レー ドを行 った。認可保 育園 に入れ な いで 苦 しんで い る生 の声
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を直接 聞 いて も らいた い と、区役所 にて 区長 あて の要 望語 を渡そ うと

したが、 区長 は面会 を拒 否 した。 これ だ け大変な事態 の 中で 、 まず 区

長が出て保護者の 切実な声 を聴 くべきだ と思 うが どうか。

121 目黒 区子 ども総 合計画の保 育園増 設が 、計画 どお りに進 んで いな い c

ム年 の積 み残 した分 はい った い どのよ うに して解 決す るのか。そ もそ

も想定 がず さんで はな いか。 どのよ うに して ワー ス トワンの汚 名 を返

11す るのか について伺 う。

ア 今年 度 180人 定員拡 大の計画が あ った に もかかわ らず 、実際 に

は今年 4月 、 82人 しか拡 大で きて いな い。今年度増やせ なか った

分 は、 どのよ うに責任 を果たす のか。

イ 待機者が次 々 と増 え、増 設計画が今 で も追 いつ いて いな い状況 の

中で 、子 ども総 合計画で示 した 、 2019年 度 まで に新 た に 970

人の拡 大計画で は間 に合わ な い。 区民 の 切実 な 立場 に立 って 、子 ど

も総合計画の整備 駐 970人 をさ らに増やすべきで はないか。

131 保 育 園の待機児解 消 は民間任せで は追 いつかな い。 区 立保 育園 を安

易 に廃止 して民間 に任せ る方 針で は待機 児解 消 にはな らな い。 区 立保

育園の廃止、民営化方針はや めるべきではな いか。

質問者氏 名 ljLl~ 崎 つばさ

目 安 時 間    45分
1 財政運営 につ いて

建築費について

東 山小学校改築の延期 に伴 う費用の推移 とそ の原因について伺 う。

2 行政改革 につ いて

11)検 証結果 を受 けて今後 の課題 を伺 う。

12)「 産 -17 商店街活性化事業」 の見直 しにつ いて伺 う。

3 保育因について

(11 保 育園の整備 について

ア 待機児 圭数及び保育園の整備計口iに つ いて最新状況 を伺 う。

イ 認証保育園の認可園移行 につ いて進捗 と課題 を伺 う。

(刻  保 育士 の確保 について
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今後さらに必要になると見込まれる保育士数はどのくらいか伺 う

保育士宿舎借 り上げ支援事業の導入について所兄を伺 う。

求職者と事業者のマッチング事業について所見を伺う。

質 問者 氏 名 松  田 哲  也

目 安 時 間    45分

2020年 の 東 京 五 輪 を迎 え る 前 に、 さ らに深 め た い「1本 の伝 統 文 化

教 育 につ いて

各学 校 にお いて 様 々な 日本 の伝 統 文 化 教 育 が 行 わ れ て い る こ とは 承 知

して い る。 以 前 、 市 事 記 の 重 要 性 につ いて 質 問 した 際 、学 習 指 導 要 領 に

基 づ きな が らさ らに深 い理解 を図 る よ う努 め た い 旨 の ご答 弁 が あ った 。

来 年 、伊 勢 志 摩 で 開催 され る主 要 同 首脳 会 議 の機 会 も捉 え て 深 め るべ き

だ と考 え るが 、課 題 と共体 的な 取 り組 み は いか が か。

戦 後 70年 の節 目の年 に、 改 め て 平 和 を願 い取 り組 み た い 1世 界 のケiく 教

知識 教 育 につ いて

異 文 化 交 流 をす る際 に宗 教 につ いて の知 識 が 欠 か せ な い場 面 が あ る。

日無 区 も、 国 際 社 会 にお け る宗 教 の 多 様 性 に触 れ る学 習 を展 開 で き る よ

う努 め る、 と して い るが 進 まな い。 昨 今 の 国 際 情 勢 や 5年 後 の 東 京 五輪

も鑑 み取 り組 むべ きだ と考 え るが いか が か 。

質 問者氏 名 広 古 敦 子

目 安 時 間     45分
コミュニテ ィが醸成 され る豊かな公園づ くりに向けて

公園の改修 T_事 のたび にルールやマナーの表示 を工夫 して いる とい う。

現在進行 中の公園改修 工事 の話 し合 いは周辺住 民の合意形成が期待でき、

新たな コ ミュニテ ィの兆 しも見 え、理想的な形で進んで いる。一方公園利

用者のルールやマナー を問題視す る周辺住 民の苦 1青 によ り立て看板が増 え、

首情対応 に偏 って いるのではな いか と感 じる。そ もそ も公園はあ らゆる年

代、立場の方 々に開放 された 豊かな空間。使 い方 によ って は世代 を超 えた

異世代交流が行われ る格好 の場であ り豊かなコ ミュニテ ィが醸成 され る場

ア
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である。

111 利用者か ら立て看板 の表現 は不愉快だ とい う声がある。苦 1｀青対応 に偏

った立て看板 は改めるべきではな いか と思 うが いかがか。

121 公園運営や コ ミュニテ ィづ くりに有効な、公園利用 についての意見交

換や交流がで きる機会 をつ くるべ きだ と思 うが いかがか。

2 空 き家対策事業 について

昨年末空き家対策特別措置法が策定 され、各 自治体 の今後の取 り組みが

期待 されて いる。今後 も増 え続 けるといわれて いる午き家であるが、有効

利用 を考えるべ きで ある。国土 交通省が示 した新 しい賃貸契約 は今後午き

家の有効利用 につなが る大きな突破 日だ と思われ る。現在若い人の間で は

や って いる 自己 リフォーム、いわ ゆるDIY賃 貸。 この DIヽア
型の袋主の

メリッ トは、 自己負担や 手間 をか けず に貸せ る こと、 DIYを 行 った借主

が長期化す る 可能性が高 く安定収入 を期待できる こと、退去時 にDIYで

レベル ア ップ した状態で戻 る ことな ど。一方、借 主の メリッ トは、持 ち家

のよ うに 自分の好みで模様替えができる こと、 自己負担 を加味 した安 い賃

料で借 りられ ること、工夫次第で 白己負担 の額 を下げ られ る こと、 DIヽア

した箇所 を前の状態 に戻す義務がな い ことな どが挙 げ られ る。現 に 目黒 区

で も複数 の事例が ある。

111 現在 日黒区は空 き家や空 き室の有効利用 として行 って いる取 り組み は

あるのか。

121 区は今後空き家対策 を検 討 して い くと思われ るが、今の段階で もでき

る ことはある と思われ る。「個 人住宅 の賃貸活用 ガイ ドブ ック」 (「 空 き

家」 を活用す るための知恵袋)を IJ土交通省が作成 し、空き家所有者の

不安 を取 り除 く知恵 を提示 して いる。例 えば 万人 に貸す ことなんて考 え

た ことがな い人 には」賃貸 にすれ ば家賃収 入が得 られ る。「一度貸 した

ら戻 って こな いのではな いか心配な人 には」定期借家契約 とい う契約方

法が有効 。「入居者 のマナーや家賃 の滞納が ,心 配な人 には」管理会社な

どプ ロを活用す る。「市 いので大掛か りな リフォームが必要だ と思 う人

には」借工に リフォーム して もらう契約方法 もある。 このよ うに空き家

所有者が知 っておきたいポイ ン トと して は、プ ロの活用、定期借家、新

しい賃貸契約 の三 つが ある。所有者 にもメリッ トが あ り、まちづ くりに

もつなが るよ うな、様 々な事例や情報 を収集 し、公開 した らいかがか。

と 空
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質 問者氏 名 須 藤 と一郎

日 安 時 間    30分
は じめに

その 1

「待機 児な くせ」 「保育所 つ くって」 。 去 る今年 5月 24日 、東京 23

区内で認 可保 育所 に入れな い児 童の割 合が最 も高か った 日黒 区 に住 む母 親

や保 育士 ら約 130人 が 、ベ ビー カー を押 して シュプ レヒコール を しなが

ら、待機 児 童解 消 を訴 え るパ レー ドを した。 目黒 区役所 に も出向 き担 当者

に認可保 育所増設な どを求 める要請書 を手渡 した。

目黒 区で は今年 4月 、認 由r保 育所 に入れな い児 童が 1, 222人 に上 り

入所希望 に対 して 59%が 入所で きなか った ことが 「東京 新 聞」 の調査で

判明c割 合 で は 1性 田谷 区 53%、 品川 区 47%を 抑 え、 23区 中で最 悪 だ

った。 (「 東京新聞」 5月 25同 朝刊記事 を要約 )

直近 3年 間 の 目黒 区の認 可保 育所 に入れ な い児童 の割 合 は、平成 25年

53%、 26年 53%、  27年 59%で ある。 3年 間 にわ た り改善策 を何

もせず、最 悪 の事態 を招 いた のは、 青木 英二 区長の責任 で あるのは明 白で

ある。 区長が ことあ る ごとに言 う、何が 「住 み続 けた い まち、 日黒 !」 だ。

これでは 「住み続 けた くな いまち、 日黒 |」 だ。

そ の 2

次 も青木 区政 の住 民無視、横 暴な 区政運 営 の結果 で あ り、 青木 区長の黄

任 で ある。 「朝 日新 聞」 は、今年 3月 3011夕 刊 で 「保 育園新 設 遠 い春 、

日黒 区で住 民反対  突如 の開園延期 、道 狭 い 吉 も心配」 とい う 4段 の大

兄 出 しの記事 を掲載 。記事 内容 は、 目黒 区が都 立大学駅 近 くに今年 4月 に

開園 を予定 して いた平町 2丁 目の認 可保 育 園 「と りつだ いが くさ くらさ く

ほい くえん」 (定 賞 62人 )を 昨年 11月 、区報 で 入園募集 を始 めた。 と

ころが、ど 12月 に突然 、保 育囲運 営会 社 ブ ロッサ ムが 、 「諸般 の事 情」

を埋 |!可 に延期 を発表。今 も開園のめ どは立って いな い。

さ らに記事 によれ ば、 「区報 で計画 を知 った住 民か ら、子 どもの声 によ

る騒 音や 送迎 の車 によ る問題 を心配 す る声が相次 いだ。 園 を許可す る都 に

複数 の住 民か ら不服 の 中入書 を提 出。反対署 名が約 220人 分集 まった。

年配 の女性 は 「保 育園 と家 の距 離が ほ とん どな いの に防 首はで きるのか」 。

年配 の男性 も 「何 の事 前の説 明 もな く、募集が始 まった」 と不信 を強 め る。

,o
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lk~は 4月 に 174人 の定員増 を予定 して いたが 、今 lrllの 開園延期 と保 育士

不足 のため計 92人 減 った。 4月 入園 の 一次 中込 みで認 可園 に入れなか っ

た児童は 1,116人 で、前年 に比べ約 200人 増 えた。

「平町 2丁 目の保 育所 強行 開設 に反対す る住 民 の会」 (代 表者 :加 藤義

太 郎 、 署 名 者 合 計 220名 )は 、 平 成 27年 4月 211+付 で 日黒 区 に

「「住 民無視」 「子 どもの安 全無視」 で 日黒 区が決定 した保 育所 開設計 画

の撤 廃 を求 め ます !」 の要請書 を提 出 した。 内容 の要点 は、問題点 1:目

黒 区が 近 隣住 民 に一 切 説 明せ ず 、保 育所 の 開設 を決定 した な ど。 問題 点

2:(事 業者 )ブ ロ ッサ ムの態 度 も身勝 手で横 暴な ど。 ブ ロッサ ムの 西尾

社 長は 「住 民説 明は法律で義 務付 け られ て いな いので、本来 はす る必要 は

な いど と述 べた。 問題 点 3:公 園 まで子 どもの足で 徒歩 15分 1区 白 ら定

めた規定 に反す る。 同保 育所 には園庭が な いため 、すず めのお宿 緑地公 園

及 び平町児 童遊 園 を園庭代わ りに使 うとい う。 いずれ も子 どもの足で 15

分かか る。 区が事 業者募集 で設 けた規定 で は 5分 以 内の規定 に反 して いる。

1

11)認 可保 育園 に入れ な い児 童の割 合が 23区 中で最 悪 の事態 にな った

責任 は、青木 区長 にあ る。 区長 は、保 育 園 にす る土地がな いか ら造れ

な い と責任逃れ をす る一方 で、保 育施設 には最適で あ る 」R跡 地 を売

却 す るな どの恩策 を行 って いるので ある。 231て の他 区で は、認可保

育園 を積極 的 に増や して いるの に、なぜ 日黒 区だ けが最悪 の状態 にな

ったのか。

12)平 町 に開園 を 予定 して いる認可保 育園 は、 「賃 貸物 件 によ る認 可保

育園」 とい うが 、 日黒 区が業者 を選定 し、入園児 を募集す る認 可保 育

園で ある。業者任せ に してお いただ けで あ り、なぜ 、事 前 に 目黒 区が

特 に近隣住 民 に説明 しなか ったのか。

0 所管 で ある保 育計画課 の落合課 長 に 口頭 で確認 した ら、業者 を選定

す る ときの選定 委 員会 (子 育て支援 部内部 の委員 のみ )で 選定 す る と

き、 「選 考基準 に近 隣対応 につ いて の項 目がなか った のです」 と全 く

無責任な答 えだ った。 自分 たちが決 めた選 考基準 に大事 な項 目を入れ

なか ったのだか ら、正 しくは 「選考基準 に近 隣対応 につ いて の項 目を

入れ なか った のです」 と 言うべ きだ。なぜ 、肝心 な近 隣住 民 の合意 の

項 目を入れなか ったのか、その埋 山を説明せよ。
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に1 開示請求 した業者 の選定 に関す る書類 に 「評価 項 日及 び評価 基準」

が あ り、 「保 育所運 営管 理」 の 「評価 項 日・ 評価 着 眼点」 の 38番 に

「近 隣へ の配 慮」 とあるのだか ら、 当然 、近 隣対応 につ いて 、選 考す

る とき着 眼すべ きだ。なぜ しなか った のか。 開示 され た書類 は、評価

内容が黒 く消 されて いた。

151 青木 区長名 によ り、平成 27年 5月 8日 付
本
で 「平 町 2丁 目の保 育所

強行 開設 に反対す る住 民 の会J(代 表者 :加 藤 義太 郎 )あ て に、 「ご

意兄へ のお答 え二 を渡 した。 内容 は、 「近 隣の皆様 にお知 らせす る前

に、区が 区報 によ り開園予定 の記事 を掲載 して しまい、そ の結 果 、近

隣の皆様 に多 大 に ご迷惑 をお か け して しまいま した。 区 と して事 業者

へ の確 認 が |ム 分 でなか った もので あ り、改 めて心 よ りお詫び 申し 11げ

ます」 「今後 、近 隣 の皆様 の ご意見・ ご要望 につ き ま して は、所 管 に

お いて 、 よ リー‐層丁 寧 に伺 って まい ります ので 、何 とぞ 、 ご理解賜 り

ますよ うお願 い中 しあげます」 とある。

「所管 にお いて 、よ リ ー層丁 寧 に」 とあるが 、 これ まで丁 寧 にや っ

て こな いで、何が よ リ ー層丁 寧 な のだ。 いきな り 「所 管」 な んて庁 内

用語 で 回答す る とは非 常識 だ。 青木 区長名で 回答 してお きな が ら、区

長は今後 どうす るつ も りか。近隣住 民 と会 うのか会わな いのか。

「 に日黒 小学校校合 の活 用 によ る認 可保 育園整備 につ いて (案 )」 及

び 1日 第六 中学校跡地の活用素案 について」 に関 して

11)区 有施 設見 直 し方針 の ごとく 40年 後 に A‐ 々の実用性 に外れ る計画

と違 う。 これ まで 青木 区長 をは じめ関係 す る区幹部 にはなか った小学

校 の教室 を認 可保 育所 に活 用す る とい う名案 で あ る。 この計 画 は何が

契機 で実現す る ことにな ったのか 、そ の経緯 の説明 を求 め る。東京 2

3区 中、既 に この手法 を実現 した区はあるのか。

12)区 立 の小・ 中学校 の空 き教室 以外 に、認 可保 育園 に活用 で きる区の

施 設や 民間施 設 と して 、 どんな いわ ゆるハ コモ ノが考 え られ るのか。

事例 と して夕J挙 すれ ば、本庁合 の庭 、駐 車場 、住 区セ ンター 、高架 下、

都市公 園な どが ある。 先 頃、新 聞記事 (日 経新 聞 2015.6.2)

に 「地方創 生法案 が衆 院通過 特 区で保 育所 設置 しや す く」 が掲載 さ

れ た。 国家 戦略特 区の規 制緩和 で 、都市部 の都 市公 園 には遊 具や スポ

ー ツ施設 しか 設置で きな い今 の規 制 を緩和 して 、保 育施設 の設置 をで
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き る よ うにす る とい う もの 。 そ うす る と、 今 後 、学 校 以 外 に どん な 施

設 を保 育施 設 に活 用 で き るのか 。

131 1日 第 六 中学 校 跡 地 をな ぜ 、 これ まで 認 可 保 育 所 に活 用 す る案 が 出 て

こな か った の か 。 青木 区 政 の怠 慢 、 宝 の持 ち腐 れ と 言 うべ き で あ ろ う。

「保 育 施 設 が イく足 して い る の は 、 そ の た め の土 地 が な いか らだ 」 とい

う青木 区 長 の マ ン ネ リの 説 明 が 六 中跡 地 の活 用 で も虚 偽 で あ る こ とが

判 明 した。

他 に もまだ宝 の持 ち腐 れ の土 地 が あ るので はな いのか 。

木  まさ し質問者氏名 鈴

45分目 安 時 間

1 町会・ 白治会の人材不足解 消 とな手育成

町会・ 白治会 は高齢化が進 んでお り、 日々の生活 に追われて いる若年

i々

即
イ

層は、町会・ 自治会 の存 在や活 動 内容 を知 る機会、活 動 に参加す るき っ  =
か けがあ りません。

11+ 日黒 区は 「豊かな コ ミュニテ ィの育成」 を重点課題 と して い ますが 、

将来 の地域 コ ミュニテ ィを担 って い くな手人材不足 が深刻で ある こと

への区 としての認識 と取 り組み について伺 います。

121 若年層 を中心 と した幅広 い層 の住 民 に対す る認知活 動 と して 、 日県

区ホームペー ジに町会・ 白治会 ホー ムペー ジ を リンクす るな どの 目黒

区電子媒体 を活用 した取 り組みの実施 につ いて伺 います。

2 区内創業者 を効果 的に支援 した財政改善

住 民税 の増税 な く、歳 出削減 一辺倒 で もな く、様 々な視点か ら歳 人 を

高め収支 を改善 して い く工夫が必要 とされ る時代です。

11)区 民の区内倉1業 を育成・ 支援 、 区内事 業者 の区民雇用 を支援 して い

くことで歳 入 を増やす取 り組 み の周知方 法 と強化施策 につ いて伺 いま

す。

例  定年後 にセ カ ン ドライ フ倉1業 す る シエ ア創業者が増 えて い ます。時

代 に合 った 区内倉J業 者 の育成 。支援 に取 り組 む方針 につ いて伺 います。

3 空き家対策特別措置法の金面施行 による区の取 り組み方針

空 き家対策特別措 置法が施行 され ま した。空 き家対策 は、地域 の防災
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一
Э

画・衛 生 画や街 の外観 改 善な ど多岐 にわた り各 部 1明 の横 断的な調整 を要

す る ことか ら早期 の対応が不可欠です。

一部 の市町村 で は 「解体 費用 の 一部補助」 や 「再利用活 用」 な ど積極

的 に取 り組 んで いる 白治体 もあ ります。 目黒 区で は、以 前よ り我が会派

か らの空 き家対策 に関す る質 問や取 り組 み の提案 に対 し、同の法案 を見

定 めて我が 区の対応 を検 討す る とい う答弁 で した。国側 か ら同法案 の施

行 を受 け、 これか らの 日黒 区の空 き家対策 につ いて具体 的な対応 計画 と

検 討方法 を伺 います。

白転 llj運 転連反者 の罰則 強化 による区の取 り組み方針

道路交通法 の改正 によ り自転車危険運転者 の罰則 が 強化 され ま した。

交通 の危険 を生 じる違反者 の罰則 強化 は、警察 によ り違 反者 を取 り締 ま

る ことが 目的で はな く、 白治体 な どとも連携 しなが ら違 反者 を出 さな い

ことが重要です。

日黒 区で は幼 児か ら児 童へ の安 全運 転指導 な どに取 り組 んで いますが 、

日頃、 自転 車の運 転 の機 会が多 い 14歳 以 上の罰則対 象者 に対す る周知

や 「区内違 反者ゼ ロ」 を 目指 した取 り組 みが 不可欠です。安心安 全な街

づ くりの観点か らも日黒 区の取 り組み方針 につ いて伺 います。

大橋 一丁 目周辺地 区 1終 備 計画の進捗状況

大橋 一丁 目周辺地 区整備 計画 は 10カ 年 計画 の 9年 日と最終段 階 に入

って います。

計 lBl後 期 は住 民 とともに街 の将 来像 を考 えて進 め る街づ く りを基本方

針 と して いますが、残 り 2年 の計画期 間で、住 民 とともに どのよ うな街

づ くりの llTり 組み を進 めて い くのか伺 います。

大規模敷地公園 にお けるデ ング熱対策

昨年 のデ ング熱感染事例 を踏 まえて 、公 園利用者 に向 けた事 前 予防 に

関す る周知活動 と、駒場野公 園な ど大規模 敷地公 園 にお ける発 生時 の対

策 について伺 います。

質 問者氏 名 川原 のぶ あき

目 安 時 間    35分

災害 時 の医療体 制 につ いて

今
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11)平 成 24年 4月 に東京都 が公表 した被害想定 で は、区内で負傷者 が  |!c,
最 大 3, 000人 を超 え る と想定 され 、 これ らの負傷者 に対 応 して い  子

~十

くた め には、よ り迅速な医療救 護活 動が行 え るよ うな体 制 の確 立が必 ―立 r々
)

要 と考 える。そ こで以下、質問す る。

ア 災害発 災直後の初動医療体 制 をどのよ うな手順で確 立す るのか。

イ 医薬品 。医療資機材 をどのよ うに確保す るのか。

121 日黒 区地域 防災 計画 には、災害発災後、正 ち に災害対策 本部の 下に、

災害 医療 コーデ ィネー ター を設置す る とあ る。そ こで災害 医療 コーデ

ィネー ターの役割 と人員確保 につ いて伺 う。

生活 困窮者 自立支援法 につ いて

11)生 活 困窃者 は、社会 的 に孤 立 しが ちで 自ら助 けを求 め る ことがで き

な い、 あるいは窓 口にた ど り着 けな いケー ス も多 い と考え るが 、 どの

よ うに早期 に発兄 し支援 につな げて い くのか伺 う。

12)々 活 困窮者へ の支援 は、包括 的・ 継続 的な支援 をつな げて い く必 要

が ある。それ には、必須事 業 の ほか就労準備支援 事 業や家 計本H談 支援

事 業な どの任意事 業の実施 が必要 と考 え るが 、本 区 にお ける任意事 業

の実施状況 について伺 う。

131 生活 困窮者 へ の支援 は、個 々 に応 じた伴走型の支援 が必要 で ある。

それ には、相談員 の スキル ア ップや幅 広 い知 識や経験 に基づ いた 専門

性 の確保 が課題 で ある と考 え るが 、本 区 にお ける職 員配置 と人材 育成

の取 り組 み について伺 う。

質 問者氏名 小 林 かな こ

目 安 時 間    40分
区民の安心・安全な生活環境 の整備 について

11)区 内 には多 くの桜 の名所 が あ り、お花兄 の時期 に区内 を訪れ る花兄

客 は年 々増加傾 向 にある。 一方 、桜 に限 らず老朽 樹木 によ る事故 も児

られ る。桜 の開花期 間 にお ける取 り組 みだ けで はな く、 区 と して の桜

の木の老朽化 による取 り組み につ いて伺 う。

例  目黒本 町 五丁 目地域 は、木造住宅 宿集地域 で原町・ 洗足 エ リアの後

に東京都 に 「不燃化特 区地域」 と して追 加 され た地域 で あるが、課 題
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と して 公園が少な い。今後 、区 と して 防災機能が ある公園や 広場 のよ

うな空間 を作 る計画が あるか伺 う。

131 防 災性 の向 上が強 く求 め られ て いる原 町・ 洗足 、 日黒本 町 五丁 日は

「不燃 化特 区地域上 と して指定 されて いるが 、整備 につ いて の進捗状

況 を伺 う。

2 無電柱化の取 り組み につ いて

111 昨年夏 「～上 を向 いて歩 こう～無電柱化 民間 プ ロジェク ト実行委員

会Jが 設立 され 、昨年 11月 10に]に は無電 柱化 の「1が 制定 され た。

国で も無電柱化 を推進 す る動 きが 出て きて いるが 、区道 の無電柱化 の

計 lhlと 今後の進め方 について伺 う。

121 木造住宅密集地域 は、防災 の観 点か らも都 と連携 して優 先的 に無電

柱化 を進 め るべ きだが 、洗足地 区の無電 柱化 につ いて今後 の区 と して

の計 lhlと 課題 につ いて伺 う。

3 東京都 ひ と り親家庭子 供サ ポー トモデル事 業 (学 習塾 型)の 実施 につ

いて

111 1て は東京都 ひ と り親家庭子 供サポー トモデル事 業 (学 習塾 型)を 実

施す る との ことで あ るが、品川 区や 世 田谷 区で既 に実施 して いる同種

の事業の実施状況や成果 をどう分析 して いるか伺 う。

121 ひ と り親家庭 の子 供へ の学習支援 は大変 al‐ 要だ と考え るが 、東京都

のモデル事 業 を実施 す る ことで、今後 日ナ]ミ 区 と して は どう取 り組 むつ

もりか伺 う。

4 子供の安全を守 る教育につ いて

111 阪神・淡除 大震災 、東 日本 人震災 を受 け、 これ まで も区 は防災教育

につ いて取 り組 んで きて いる と聞 いて いるが 、現 在 の区立小・ 中学校

にお ける避難 ヨ|1練 の取 り組み について伺 う。

121 引き取 り訂‖練 や避難所 開設罰‖練 な ど、保 護者や地域住 民の連携 が必

須 とな る取 り組み につ いて、現状 と課題 を伺 う。

以    上
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